

















先行研究に倣って(動詞句) (問答) (想起) (表現属性) (向語反復) (意








現代日本語には、引用の fとJに動詞「言う j の条件形が後接した「といえばj
fといったらj としづ形態的に似通った 2つの形式が存在する 10 これらは、その形態
1.本稿lでは、引用個所を除き、 「といったら/と言ったらJ rっていったら/って言ったらJを
















ない (2005 MTB 編『スポーツサイクノレカタログ~)








2本稿が提示する例文において、 r {OO/ムム/口口}Jのように r{} Jと r/Jを用いて
複数の表現を並べる場合、原文の表現は先頭の rooJであり、それ以降の「ムムjや「口口j
は、 rooJとの置換可能性を検討するために筆者が併記した表現であることを意味する。また、
先行研究から引用した例文については、その引用元で r{} Jと r/J以外の記号を以って表現
が併記されている場合、煩雑になることを避けるため、そのすべてを r{} Jと r/Jに置換し






棟 (2010)や佐藤 (2012)、大塚 (2016)などがこれにあたる。これらの研究では、
主にその用法の分類や、提題機能の分析などを中心とした論述が行われている。一方、
これら 2形式を比較し、その用法の差異に触れた研究は、管見の限り、日本語記述文





めている。その中で、 fといえばJは「というとJ rといったらJと同じ rrといえ
ばj類j に、 fといったらj はその rrといえばJ類Jに加え、 「ったらJ rってばJ
fときたらJと同じ rrったらJ類Jのひとつとしても数えられている。































次に、 「といえばJと fといったらJの用法を計量的に分析している小西 (201) 
を見る。小西は、 『現代日本語書き言葉均衡コーパス~ (以下、 BCCWJ)のモニタ
一公開データ (2009年度版)のうち、生産実態(出版)SCの書籍のサンフ。ノレから






























以上の用法について、 「といえばj と fといったらJにおける分布の様相を示したも
のが次の表 lである。
3小西は、コーパス調査によってく問答) <表現属性〉として機能する「といったらjの例の存
在を確認している(表 1参照)が、小西が示す(問答) <表現属性)の用例は「というとJ rと
いえばj を用いたものに限られている。
4 <偶語反復〉とは、前項と後項に同じ語句(あるいはそれに相当する語句)が量かれる用法を






表現 i司諾 意味 恒時 感嘆
属性 反復 確認 条件5
トイエパ 79 309 439 66 76 。 6 2 977 





































(21) rといったらj は(問答〉として月弘、られる頻度が「といえばj に比べて









下では、 3節において fといえばJ rといったらJの用例を抽出したコーパス調査の




BCCWJと「中納言」を用いて「といえばj と fといったらj の用例を収集したと








表現 同語 意味 恒日寺
感嘆
属性 反復 確認 条件
トイエパ
551 1909 3854 469 592 。 16 6 
33.0% 94.6% 92.1% 70.1% 96.1% 0.0% 84.2% 7.4% 
トイッタラ
1119 110 330 200 24 4 3 75 
67.0% 5.4% 7.併も 29.9% 3明令 100.0% 15.8o/t。 92.6% 
言十 1670 2019 4184 669 616 4 19 81 











したがって、先行研究の指摘のうち、 2形式が有する用法の有無に関する(17)"-' (19) 
のうち、(18)の日本語記述文法研究会による指捕と、(19)の指摘が否定されると言え
よう 70 つまり、用法の有無について指摘できる点は、次の (24)に限られるというこ
とになる。
ο4) (意味確認〉を有するのは「といったらJのみ。 (= (17)) 





(25) <問答> <想起> <表現属性> <向語反復> <恒時条件〉は「といえばj
の方が高頻度で用いられる。
(26) <動詞句> <感嘆〉は「とし 1ったらJの方が高頻度で用いられる。






































































の動作主の生起が可能であるとする岩男 (2012) の指摘を踏まえると、 (34)の「とい
ったらjは統語的にも(動詩句〉と近似していると言えると
σ4') rなぜ止めんか、集ど止めろといったら止めろj
こうした「といえばJ rといったらj の用例の存在は、 (想起> <表現属性> <偶語
反復)と(動詞句〉が意味的に連続していることを示していると考えられる。
8岩男 (2012)では、 「というとJ rといえばJ rといったらjの用法が(号i用〉 侃:答) (提






































まず、 「とJの特性から見てし 1く。藤城 (2000)は「とJ rばJ rたらJの基本的
な意味を探る研究であるが、藤城はこのうちの「ばJ、特に動作性述語に後接する
「ばJの特性として、 「後件を実現させるための条件を選んで前件に据える (p.32)J 
という点を指摘する。
(38) a. 宿題が盤台並区遊んでいいよ。 9
b. 宿題が終わったら遊んでいいよ。 (j藤城20∞)
(38a)の場合、 「遊ぶj ことの条件として「宿題の終了j を挙げることを意味している。



















(43) 朱に{玄長益出/(η交わったら}赤くなる。 10 (益伺2002)















した(動詞匂〉の「といえばJ rといったらj に影響する「ばJ rたらJの特性を踏
まえ、次節では、この特性が(動詞匂〉以外の用法に克られる 2形式の使用頻度の差
異の要因でもある可能性について検討する。
4. 3 iといえばJ iといっfこらJと「ぱJ iたらj
3 節の分析から明らか~こなった「といえばj と「といったらj の差異は次のような
ものであった。
10益岡 (2002)では、 (43)における「たらjの使用について、 「口語的な表現としては一応許容






(46) <問答) <想起) <表現属性) <向語反復) <恒時条件〉は「といえばj





は「といったらjのみ。 (= (27)) 
(47)の一部、つまり(動詞匂〉には「といったらjの方が用いられやすいことの要因
は、藤城も述べている通り、 「ばj に比べて「たらj の方がその形式に関わる制約が
弱いことによると考えられる。以下、これ以外の点について見てし、く。
まず、 「たらj の「前件の事態成立時に視点を移動させ、そこで展開する事態を捉





























られやすいことも、 fばj の特性とこれら 2用法の意味が馴染むことに起因すると言
える。
次に、 「ばjの f当然J r恒常的J i一般的j といった意味に注目すると、 (46)の
一部、つまり〈想起> <表現属性> <垣時条件)には「といえばjの方が用いられや




fばj には前件と後件を f恒常的J i一般的j といった観点から結ぶ特性がある。つ
まり、 (想起> <表現属性> <恒時条件〉に「といえばJが用いられやすいのは、そ
れを構成する「ばj の特性と、これらの用法によって文に表れる意味の適合度が fた
らJに比べて高し 1からである。
















































いて述べる有国 (1992)や高梨 (2003) などを踏まえ、さらに詳細な分析を行う余地
を残している。いずれも今後の課題である。
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